
水質異常時 Q＆ A 

 

      

 １赤  色    （１）赤 い水    水 道 工 事 や火 災 で消 火 栓 から    

                   多 量 の放 水 をした時  

                                             水 質 異 常  

                   配 ・給 水 管 の腐 食               対 応 方 法 ①  

                   鉄 サビ（水 酸 化 第 二 鉄 ）の流 出  

 

      

 ２白  色    （１）  白 い水 （数 秒    水 道 設 備 や給 水 装 置       水 質 異 常  

         後 に透 明 になる      が負 圧 になり，吸 引 空 気     対 応 方 法 ② (1)  

                         が微 細 気 泡 化  

 

                         浄 水 場 のポンプ等 が何 ら 

                         かの原 因 で空 気 を吸 引  

 

       

         （２）白 い水 （５分 間 以 上    亜 鉛 メッキ鋼 管 等  

         放 置 しても色 が消 えな     からの亜 鉛 の流 出  

         い場 合 ）                            水 質 異 常  

                                          対 応 方 法 ② (2)(3) 

         （ ３ ）  

         氷 の中 央 部 に白     水 が凍 る時 ，水 だけが 

         い固 形 物          凍 っていくため，空 気  

                        やミネラル分 が中 央 部  

                        に濃 縮  

 

      （ ４ ）  

          蛇 口 ，やかん，加 湿 器     水 道 水 中 のミネラル分    

          の吹 き出 し口 周 辺 に     （カルシウム，マグネシウム   

          白 い固 形 物 が付 着        等 ）が濃 縮 して付 着       

                                           

                                       水 質 異 常  

                                       対 応 方 法 ② (4) 



       

 ３ 黒 色     （ １ ） 蛇 口 や食 器 の水       適 度 の温 度 と湿 気 ， 

           切 りかごなどが黒 くなる      通 気 性 が悪 い条 件 下 で 

                               細 菌 ，カビ類 の繁 殖  

 

                                       水 質 異 常  

                                       対 応 方 法 ③ (1) 

         （ ２ ）  

         哺 乳 ビンの乳 首 が    哺 乳 ビンの乳 首 に含 まれる硫 黄  

         黒 くなる          分 と給 湯 設 備 から溶 出 する銅 が反  

                        応 して硫 化 銅 となり黒 変  

 

                                       水 質 異 常  

                        細 菌 やカビの繁 殖     対 応 方 法 ③ (2)  

 

 

 

      （ １ ）  

 ４青 色     浴 槽 の水 が    水 は，長 波 長 （赤 ，橙 ，黄 ）の 

  緑 色      青 く見 える     光 を吸 収 し，中 波 長 （青 ，緑 ） 

                     の光 を通 過 させる性 質 があり， 

                     光 の散 乱 により青 く見 える 

 

                                       水 質 異 常  

                                       対 応 方 法 ④ (1) 

      （ ２ ）  

         青 い底 のプール    水 中 の微 量 の鉄 分 の黄 色  

         の水 が緑 色 に見     とプールの底 の青 色 が 

         える            重 なって緑 色 にみえる 

 

                                       水 質 異 常  

                                       対 応 方 法 ④ (2) 

 

 

 



 

      （ １ ）  

 ５桃 色      浴 室 ，便 器 などに    適 度 の温 度 と湿 度 ，通 気 性  

  紫 色      ピンク色 等 のもの     が悪 い条 件 で細 菌 ，カビ類  

          が付 着 する。       の繁 殖  

 

 

                                      水 質 異 常  

                                      対 応 方 法 ⑤ (1) 

                           

 

      （ ２ ）  

          ふきんやタオルなど    適 度 の温 度 と湿 度 ，通 気 性  

          がピンク色 や紫 色      が悪 い条 件 で細 菌 ，カビ類  

          になる            の繁 殖  

 

 

                                               水 質 異 常  

                                     対 応 方 法 ⑤ (2) 

 

 

 ６ 臭 気   （ １ ）  

          朝 の使 い始 め   人 の臭 いに対 する感 度 は，   水 質 異 常  

         に臭 いを感 じ    朝 起 床 した時 が一 番 強 い   対 応 方 法 ⑥ (1)  

         る時          と言 われている 

 

                    水 道 水 が給 水 管 の中 に 

                    長 時 間 滞 留 した時  

 

     （ ２ ）  

        水 が塩 素 臭 い    水 道 水 中 の残 留 塩 素 であり， 

                     法 律 により，塩 素 消 毒 が義 務  

                     付 けられている 

 

 



 

                                   

                                               水 質 異 常  

     （ ３ ）                  対 応 方 法 ⑥ (2)(3) 

        カビ臭     植 物 性 プランクトン及 び放 線 菌  

                が産 生 する２－ＭＩＢ，ジェオス 

                ミンによる 

 

                 大 雨 により河 床 から底 泥 が 

                 巻 き上 げられたことによる 

 

     （ ４ ）  

        油 臭 ，薬 品 臭    給 水 管 等 の新 設 や布 設 替 え 

        を感 じる時      工 事 で使 用 する切 削 油 が給 水  

                    管 等 内 に付 着  

 

                    給 水 装 置 の汚 染         水 質 異 常  

                    や誤 配 管              対 応 方 法 ⑥ (4)  

 

 

     （ ５ ）  

         シンナー臭      給 水 装 置 の新 設 や布 設 替 え 

             あるいは家 屋 の新 築 ，改 築 時  

             の内 装 ，外 装 工 事 を行 った時  

 

                     給 水 管 工 事 に         水 質 異 常  

                     接 着 剤 を使 用          対 応 方 法 ⑥ (5)  

                     した時  

 

                     新 築 ，改 築 時 に 

                     塗 装 工 事 を行 った時  

 

 

 

 



 ７     （ １ ）  

  味       金 属 の味      給 水 管 からの鉄 ，     水 質 異 常  

          がする       亜 鉛 等 の金 属        対 応 方 法 ⑦  

                     の溶 出  

 

 ８     （ １ ）  

 その他     お湯 を入 れる     ガラス製 容 器 等      水 質 異 常  

         ガラス製 容 器      のケイ酸 成 分 等      対 応 方 法 ⑧ (1)  

         にキラキラ光 る     が溶 出 すること 

         異 物 が混 ざっ     などによるフレー 

         ている          クス現 象  

 

 

                                     

      （ ２ ）                   

         容 器 に水 を汲 み   汲 み置 きして水 道 水 の 

         置 きすると，容 器    残 留 塩 素 がなくなると，  水 質 異 常  

         がヌルヌルする    空 気 中 の雑 菌 やカビが   対 応 方 法 ⑧ (2)  

                      容 器 の壁 面 に付 着 し 

                      繁 殖 する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



水質異常対応方法 

 

① 赤 色 （ 赤 い 水 ）  

（ 原 因 ）  

   ①  近 く で 水 道 工 事 が あ っ た と き 又 は 火 災 な ど で 消 火 栓 か ら 多 量 の 放 水 が

行 わ れ た と き な ど ， 急 激 な 水 の 流 れ の 変 化 に よ り ， 一 時 的 に 配 水 管 内 部 の

サ ビ や 汚 れ が 出 て く る 場 合 が あ り ま す 。  

   ②  給 水 管 に 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 管 が 使 用 さ れ て い る と き 又 は 継 手 な ど の 一 部 に

鋼 製 の 材 料 が 使 用 さ れ て い る と き に も 起 こ る 場 合 が あ り ま す 。 こ れ は ， 露

出 し た 鉄 面 が 空 気 中 で 錆 び る の と 同 様 に 水 中 で も 徐 々 に 錆 び ， こ の サ ビ が

水 の 使 い 始 め に 赤 水 と な っ て 出 て く る た め で す 。 朝 の 使 い 始 め に 赤 水 が 発

生 し ， １ 分 間 以 内 に 収 ま る と き ， 隣 家 で 同 様 な 現 象 が な い と き は ， 給 水 管

が 原 因 と 考 え ら れ ま す 。 ま た ， 隣 家 で 同 様 な 現 象 が あ る と き は ， 配 水 管 が

原 因 と 考 え ら れ ま す 。  

（ 対 応 ）  

   ①  コ ッ プ に 水 を 取 っ て 明 ら か に 赤 い と き に は 飲 用 し な い で く だ さ い 。  

   ②  赤 水 が 出 る と き は ， し ば ら く 流 し て き れ い に な っ て か ら 飲 用 し て く だ

さ い 。 こ の と き 放 流 し た 水 は ， 掃 除 や 植 木 ， 庭 の ま き 水 等 飲 用 以 外 に 使 用

し て く だ さ い 。  

（ 安 全 性 ）  

    鉄 は 人 体 に と っ て 必 須 元 素 で あ り ， １ 日 に １ ０ ～ １ ２ ｍ ｇ 必 要 と さ れ ま

す 。 ま た ， 鉄 に よ る 少 量 の 赤 水 を 誤 っ て 飲 ん で し ま っ た と し て も ， 鉄 は 人

体 へ の 吸 収 率 が 低 く ， 大 部 分 が 排 出 さ れ て し ま い ま す の で 心 配 あ り ま せ ん 。  

 

② 白 色 （ 白 い 水 等 ）  

（ １ ） 白 い 水 ， 白 い お 湯 が 出 る （ 数 分 間 放 置 す る と 消 え る 場 合 ）  

 （ 原 因 ）  

  ①  容 器 に 水 を 入 れ た と き ， 下 の 方 か ら 透 明 に な り 白 い 濁 り が な く な る 場

合 は ， 原 因 は 空 気 で あ り ， 安 全 性 に つ い て は 心 配 あ り ま せ ん 。 こ れ は ， 蛇

口 か ら 水 道 水 を 勢 い よ く 出 す と 蛇 口 の 内 部 が 負 圧 に な り ， 蛇 口 の 上 部 か ら

空 気 を 吸 い 込 み ， そ れ が 細 か い 気 泡 に な る た め で す 。 こ の 気 泡 は 小 さ い た

め ， 水 や お 湯 が 白 く 濁 っ て 見 え ま す 。 し か し ， 数 分 間 放 置 す る と 徐 々 に 下

の 方 か ら 透 明 に な っ て き ま す 。  

   ②  給 湯 用 の 蛇 口 か ら 出 る お 湯 に も 同 様 の 現 象 が 見 ら れ ， 空 気 の 吸 い 込 み

の ほ か に ， 水 に 溶 け て い る 空 気 の 放 出 が 考 え ら れ ま す 。 つ ま り ， 湯 沸 器 の



中 で 水 が 急 激 に 加 熱 さ れ る と ， 水 中 に 溶 け 込 ん で い る 空 気 が 溶 け て い る こ

と が で き な く な り ま す 。  

  ③  浄 水 場 の ポ ン プ な ど が 何 ら か の 原 因 で 空 気 を 吸 い 込 ん だ 場 合 に も ， 白

い 水 が 発 生 す る と き が あ り ま す 。 こ の よ う な 場 合 は ， 広 い 配 水 系 統 に 白 い

濁 り が 発 生 し ま す が ， 空 気 で す か ら コ ッ プ に 入 れ て 置 い て お け ば ， 徐 々 に

下 の 方 か ら 透 明 に な っ て き ま す 。  

 （ 対 応 ）  

    白 濁 の 原 因 は 気 泡 で あ る た め ， 数 分 後 に は 気 泡 が 抜 け る と 同 時 に 下 の 方

か ら 徐 々 に 透 明 に な る の で ， 飲 ん で も 問 題 は あ り ま せ ん 。 ど う し て も 気 に

な る よ う で し た ら ， 市 の 指 定 工 事 店 な ど に 給 水 器 具 の 点 検 を お 願 い し て み

て く だ さ い 。  

 （ 安 全 性 ）  

    い ず れ の 場 合 で あ っ て も ， 原 因 は 水 中 に 溶 け 込 ん だ 空 気 で あ る た め ， 安

全 性 に 問 題 は あ り ま せ ん 。  

（ ２ ） 白 い 水 が 出 る （ ５ 分 間 以 上 放 置 し て も 色 が 消 え な い 場 合 ， た だ し ， 受 水

槽 な ど で 防 錆 剤 注 入 器 を 使 用 し て い な い 場 合 に 限 る 。 ）  

 （ 原 因 ）  

    給 水 管 に 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 管 を 使 用 し て い る と ， 亜 鉛 が 溶 け 出 し て 白 い 水 が

出 た り ， 又 は 沸 か す と 白 く な っ た り す る こ と が あ り ま す 。 こ の 現 象 は ， 給

水 管 内 に 水 が 溜 ま っ て い る 時 間 が 長 い ほ ど 発 生 し や す く ， 朝 の 使 い 始 め に

よ く 見 ら れ ま す 。  

 （ 対 応 ）  

  ①  朝 の 使 い 始 め に 給 水 管 に 滞 留 し た 水 を 排 水 し ， 他 の 用 途 に 利 用 し て く

だ さ い 。  

  ②  亜 鉛 の 溶 出 が 進 行 す る と ， 鋼 管 が 露 出 し て サ ビ に よ る 赤 水 が 発 生 し や

す く な り ま す の で ， 症 状 が ひ ど い 場 合 に は ， 給 水 管 を 他 の 種 類 の 管 に 布 設

替 え す る こ と を お 勧 め し ま す 。  

 （ 安 全 性 ）  

    亜 鉛 は 人 体 に と っ て 必 須 元 素 で あ り ， 食 品 な ど か ら １ 日 に ６ ～ １ ２ ｍ ｇ

を 摂 取 し な け れ ば な ら な い と さ れ る 成 分 で す 。 亜 鉛 の 水 質 基 準 値 は １ ． ０

ｍ ｇ ／ Ｌ と な っ て い ま す が ， こ れ は 有 害 で あ る か ら で は な く ， 着 色 し た り

味 が 悪 く な っ た り す る こ と か ら 決 め ら れ た 値 で す 。 亜 鉛 は 毒 性 が 低 く ， 必

要 以 上 に 取 り 入 れ ら れ た 場 合 は ， 体 外 に 排 出 さ れ ま す の で ， 極 め て 大 量 に

取 り 入 れ ら れ た 場 合 を 除 き 健 康 に 問 題 は あ り ま せ ん 。  

 （ ３ ） 氷 を 作 っ た と き ， 氷 の 中 央 部 が 白 く 不 透 明 に な る 。  



 （ 原 因 ）  

     水 道 水 中 に は ミ ネ ラ ル 分 が 含 ま れ て お り ， こ れ が 適 度 に 水 の 味 を 良 く し

て い ま す 。 水 が 凍 る と き は 外 側 か ら 水 の 部 分 が 徐 々 に 凍 り ， 水 に 溶 け て い

た 空 気 や ミ ネ ラ ル 分 が 中 央 に 集 め ら れ る 現 象 が 起 こ り ま す 。 そ の た め ， で

き 上 が っ た 氷 の 中 央 部 は 白 く 不 透 明 に な っ て し ま い ま す 。  

   市 販 さ れ て い る 氷 や ， 業 務 用 の 製 氷 機 で 作 っ た 氷 は ， 中 央  

部 の 不 透 明 な 部 分 を 取 り 除 き な が ら 凍 ら せ て い く た め ， で き た 氷 は 透 明 に

見 え ま す 。  

 （ 安 全 性 ）  

    白 く 不 透 明 な 部 分 は 空 気 や ミ ネ ラ ル 分 で す か ら ， 問 題 あ り ま せ ん 。 ミ ネ

ラ ル 分 と は ， 人 体 に 必 要 な カ ル シ ウ ム ， マ グ ネ シ ウ ム ， リ ン ， ケ イ 酸 な ど

の 鉱 物 性 栄 養 素 の こ と で ， 適 度 に 入 っ て い る と 水 が お い し く な り ま す 。  

（ ４ ） 蛇 口 ， や か ん ， 加 湿 器 の 吹 き 出 し 口 の ま わ り に 白 い も の が で き る 。  

 （ 原 因 ）  

   水 道 水 中 に は ， 適 度 に 水 の 味 を 良 く す る ミ ネ ラ ル 分 が 含 ま れ て い ま す 。

こ の ミ ネ ラ ル 分 は ， 水 が 蒸 発 す る と 後 に 付 着 し て 残 り ま す 。 蛇 口 部 分 は 水

に ぬ れ た り ， 乾 い た り を 繰 り 返 し て い ま す の で ， そ の 部 分 に ミ ネ ラ ル 分 が

付 着 し て 徐 々 に 白 く な っ て い き ま す 。 特 に ， 給 湯 用 の 蛇 口 は 水 温 が 高 く 蒸

発 し や す い た め ， こ の 現 象 が よ く 見 ら れ ま す 。  

 （ 対 応 ）  

  ①  水 を 使 用 し て い る 場 所 で は ， 常 に 目 に 見 え な い 細 か い 水 が 飛 び 散 っ て

い ま す 。 ミ ネ ラ ル 分 の 付 着 を 防 止 す る に は ， 水 滴 が 付 着 し て い な い 箇 所 も

含 め た 水 回 り の 手 入 れ を こ ま め に す る こ と が 必 要 で す 。  

  ②  付 着 物 は ， 食 酢 な ど を 使 っ て 拭 き 取 る と ， 落 ち や す く な る よ う で す 。  

 （ 安 全 性 ）  

  白 い 付 着 物 は ミ ネ ラ ル 分 で す か ら 問 題 あ り ま せ ん 。  

 

③ 黒 色    

（ １ ） 蛇 口 ， 水 切 り か ご ， 風 呂 の タ イ ル な ど が 黒 色 に な る 。  

 （ 原 因 ）  

   ①  蛇 口 ， 水 切 り か ご ， 浴 室 な ど は 乾 燥 し に く く ， 水 滴 が 残 り が ち で す 。

こ う し た 所 に 空 気 中 の 細 菌 や カ ビ な ど が 付 着 し て 繁 殖 し ， 黒 色 の 付 着 物 と

な る こ と が あ り ま す 。  

 （ 対 応 ）  

  ①  洗 剤 で よ く 洗 い ， 塩 素 系 漂 白 剤 な ど で 除 菌 し て 下 さ い 。  



  ②  こ う し た 現 象 が 頻 繁 に 起 き る 容 器 や 浴 室 は ， 洗 っ た あ と ， 通 気 を よ く

し て 十 分 乾 燥 す る と と も に ， 日 常 の 手 入 れ を こ ま め に す る こ と を お 勧 め し

ま す 。  

（ ２ ） 哺 乳 ビ ン の 乳 首 が 黒 色 に な る 。  

 （ 原 因 ）  

   ①  給 水 管 に 使 用 し て い る 銅 管 ， ま た は 湯 沸 器 に 使 用 し て い る 銅 管 か ら ，

水 道 水 中 に ご く わ ず か の 銅 が 溶 け 出 し ま す 。 そ の 銅 と 乳 首 の ゴ ム 中 の 硫 黄

分 が 反 応 し て 黒 色 の 硫 化 銅 が で き る と い わ れ て い ま す 。  

  ②  空 気 中 の 細 菌 や カ ビ に よ る 場 合 も 考 え ら れ ま す 。  

 （ 対 応 ）  

  ①  細 菌 や カ ビ の 繁 殖 に よ る こ と も あ る の で ， 水 に 乳 首 を 入 れ て 約 ５ 分 間

煮 沸 消 毒 し た 後 ， よ く 洗 っ て 下 さ い 。 そ れ で も 取 れ な い 時 は ， ゴ ム の 変 色

と 考 え ら れ ま す の で ， そ の ま ま 使 用 し て も 差 し 支 え な い と 思 わ れ ま す 。  

  ②  乳 児 の こ と で す の で ， 気 に な る 方 は 新 し い 乳 首 を 使 用 し た 方 が よ い と

思 い ま す 。  

 

④  青 色 や 緑 色  

（ １ ） 浴 槽 な ど の 水 が 青 く 見 え る 。  

 （ 原 因 ）  

  ①  光 が 水 に 当 た る と ， 青 い 光 が 散 乱 さ れ ， 赤 い 光 が 吸 収 さ れ る た め ， 海

や 湖 は 青 く 見 え ま す 。 家 の 中 で も ， 風 呂 な ど の 大 き な 容 器 に 水 を 溜 め た 場

合 ， こ れ と 同 じ 現 象 で 青 く 見 え る こ と が あ り ま す 。 特 に ， 青 の 補 色 で あ る

ア イ ボ リ ー 系 の 浴 槽 に 多 く 見 ら れ ま す 。  

  ②  浴 槽 ， 洗 面 台 等 の 一 部 が 青 く な っ た り す る の は ， 給 湯 器 や 配 管 ， 蛇 口

に 使 わ れ る 銅 管 や 真 ち ゅ う か ら 溶 け 出 し た 銅 が 原 因 と な る 場 合 が あ り ま す 。

た だ し ， 溶 け 出 し た 銅 に よ り ， 水 そ の も の が 青 く 見 え る に は ， 高 濃 度 （ 約

１ ０ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ 以 上 ） の 銅 が 溶 け 出 さ な け れ ば な り ま せ ん 。 実 際 に は こ の

よ う な こ と は 起 こ り に く く ， 銅 の 溶 出 に よ り 青 い 水 が 出 る こ と は ま ず あ り

ま せ ん 。  

 （ 対 応 ）  

   ①  光 の 散 乱 ， 吸 収 に よ り 青 く 見 え る だ け で あ り ， 水 そ の も の に 問 題 は あ

り ま せ ん 。  

（ ２ ） 青 い 底 の プ ー ル の 水 が 緑 色 に 見 え る 。  

 （ 原 因 ）  

  ①  水 道 水 中 に は ， 微 量 の 鉄 分 が 含 ま れ て い る こ と が あ り ま す 。 そ し て ，



プ ー ル の 底 が 青 い 場 合 に は ， 鉄 分 の 黄 色 と プ ー ル の 底 の 青 色 が 重 な っ て 緑

色 に 見 え る こ と が あ り ま す 。  

  ②  シ ー ズ ン オ フ に 消 毒 用 の 塩 素 が な く な る と ， 藻 が 繁 殖 し て 緑 色 に な る

こ と も あ り ま す 。  

 

⑤ 桃 色 や 紫 色  

（ １ ） 浴 室 ， 便 器 な ど に ピ ン ク 色 等 の も の が 付 着 す る 。  

  （ 原 因 ）  

    ①  湿 気 の 多 い 浴 槽 の 床 や タ イ ル の 目 地 ， 洗 面 所 の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 ， 便

器 な ど に 空 気 中 に 浮 遊 し て い る 細 菌 や カ ビ が 繁 殖 す る と ， ピ ン ク 色 や オ レ

ン ジ 色 に 着 色 す る こ と が あ り ま す 。  

  （ 対 応 ）  

    ①  予 防 す る に は 通 気 を 良 く し ， 頻 繁 に 清 掃 し て 細 菌 な ど の 栄 養 分 で あ る

汚 れ を 取 り 除 く こ と が 効 果 的 で す 。  

   ②  着 色 し て い る も の を 取 り 除 く に は ， 換 気 を 行 い な が ら ア ル コ ー ル や 塩

素 系 洗 浄 剤 を 使 っ て 清 掃 し て 下 さ い 。  

 

（ ２ ） ふ き ん や タ オ ル な ど が ピ ン ク 色 や 紫 色 に な る 。  

  （ 原 因 ）  

    ①  ふ き ん や タ オ ル な ど は ， 湿 気 を 帯 び た り ， 石 け ん カ ス ， 湯 あ か ， 汚 物

な ど で 汚 れ や す い た め ， 空 気 中 に 浮 遊 し て い る 細 菌 や カ ビ が 付 着 ， 繁 殖 し

や す く な り ま す 。 な お ， 高 温 多 湿 の 場 所 や 梅 雨 の 季 節 は ， 特 に 細 菌 な ど が

繁 殖 し や す く な り ま す 。 こ れ ら の 中 に は ， 繁 殖 に 伴 っ て 特 定 の 色 素 を 作 る

も の が あ る た め ， 条 件 に よ っ て は ， こ の よ う な 現 象 が 生 じ ま す 。  

   ②  水 道 水 は 消 毒 さ れ て お り ， 細 菌 な ど が 生 息 す る こ と は で き ま せ ん 。 し

か し ， 蛇 口 か ら 出 て し ば ら く 経 っ た 水 は 消 毒 効 果 が な く な り ， 温 度 や 湿 度

な ど の 条 件 が 揃 え ば 細 菌 な ど が 繁 殖 し や す く な り ま す 。  

  （ 対 応 ）  

   ①  細 菌 な ど で 着 色 さ れ た ふ き ん は ， そ の ま ま 使 用 せ ず ， 台 所 用 漂 白 剤 な

ど で 漂 白 し ， よ く 洗 っ て か ら 使 用 し て 下 さ い 。 ま た ， 使 用 後 の ふ き ん は ，

よ く 乾 燥 す る こ と を お 勧 め し ま す 。  

   な お ， 色 も の の タ オ ル を 除 菌 の た め に 漂 白 す る と き は ， 色 落 ち が 起 こ る

場 合 が あ り ま す の で 注 意 し て く だ さ い 。  

 

 



⑥  臭 気  

（ １ ） 朝 の 使 い 始 め に 臭 い を 感 じ る 時  

 （ 原 因 と 対 応 ）  

   ①  一 般 的 に ， 人 の 臭 い に 対 す る 感 度 は ， 朝 起 床 し た 時 に 一 番 強 い と 言 わ

れ て い ま す 。 朝 の 使 い 始 め だ け 強 く 感 じ る 場 合 で も ， 実 際 に 試 験 し て み る

と 通 常 の 臭 い と 同 じ 位 で あ る と い う 場 合 が 少 な く あ り ま せ ん 。  

  ②  水 道 水 が 給 水 管 の 中 に 長 い 時 間 滞 留 し て い る と ， 使 用 し て  

  い る 管 の 種 類 に よ り い ろ い ろ な 臭 い が 水 に つ く こ と が あ り ま す 。 特 に ， 新

し い 管 の 時 は 強 く 臭 う こ と も あ り ま す が ， 使 用 す る に つ れ 臭 い が な く な っ

て き ま す 。 臭 い が あ る 時 は ， し ば ら く 流 し て （ 他 用 途 に 利 用 ） か ら 使 用 す

る こ と を お 勧 め し ま す 。  

（ ２ ） 水 が 塩 素 臭 い  

 （ 原 因 ）  

   水 道 水 は ， 法 律 （ 水 道 法 ） に よ り 塩 素 消 毒 が 義 務 付 け ら れ て い ま す 。 塩

素 は ， 水 中 の 細 菌 な ど を 殺 す 働 き を し て お り ， こ れ が な い と 水 道 水 が 病 原

菌 で 汚 染 さ れ る 恐 れ が あ る た め ， 浄 水 場 で は ， 末 端 の 給 水 栓 で も 遊 離 残 留

塩 素 が ０ ． １ ｍ ｇ ／ Ｌ 以 上 検 出 さ れ る よ う に 塩 素 を 注 入 し て い ま す 。  

   一 般 的 に ， 臭 い に 対 す る 人 の 感 度 は ， 朝 起 床 し た 時 に 一 番 強 い と 言 わ れ

て い ま す 。 朝 の 使 い 始 め だ け 強 く 感 じ る 場 合 で も ， 実 際 に 試 験 し て み る と

通 常 の 臭 い と 同 じ 位 で あ る こ と が 少 な く あ り ま せ ん 。  

   水 道 の 原 水 の 有 機 物 や ア ン モ ニ ア の 濃 度 が 高 い 時 期 に は ， 塩 素 臭 を 強 く

感 じ る こ と が あ り ま す が ， こ の 臭 い は 水 道 水 が 病 原 菌 な ど の 汚 染 か ら 守 ら

れ て い る こ と を 表 し て い ま す 。  

 （ 対 応 ）  

     各 家 庭 で 水 を お い し く 飲 む た め の 最 も 手 軽 な 方 法 は ， 水 を 冷 や す こ と で

す 。 冷 や す こ と に よ っ て 消 毒 の 塩 素 臭 な ど の 臭 い も あ ま り 気 に な ら な く な

り ま す （ コ ッ プ に ３ ～ ４ 個 の 氷 を 入 れ る だ け で 十 分 で す ） 。 こ の 時 ， ふ た

を 開 け た や か ん に 水 道 水 を 入 れ て 沸 騰 さ せ ， 更 に ５ 分 間 程 度 煮 沸 さ せ た 水

を 用 い る と ， 一 層 お い し く な り ま す 。  

（ ３ ） カ ビ 臭  

 （ 原 因 ）  

  ①  河 川 や 湖 沼 ， 貯 水 池 な ど を 水 源 と し て い る 場 合 ， ６ 月 下 旬 頃 か ら 水 温

が 上 昇 し て く る と ， 藍 藻 類 な ど の 生 物 の 繁 殖 が 活 発 に な り ， 水 に カ ビ や 墨

汁 の よ う な 臭 い を つ け る こ と が あ り ま す 。  

  ②  大 雨 に よ る 河 川 の 増 水 で 河 床 の 底 泥 が 巻 き 上 げ ら れ ， 水 に カ ビ や 土 の



臭 い を つ け る こ と も あ り ま す 。  

  （ 対 応 ）  

  ①  臭 気 が 発 生 し た 場 合 に は ， 浄 水 場 で 活 性 炭 を 注 入 し ， 臭 気 を 取 り 除 い

た 水 を 送 っ て い ま す 。 し か し ， 臭 い に 敏 感 な 方 に は 多 少 の 臭 気 を 感 じ る こ

と が あ り ま す が ， カ ビ 臭 は 河 川 や 湖 な ら ど こ に で も い る 微 生 物 が 発 生 し た

物 質 で あ り ， 安 全 性 に つ い て は 心 配 あ り ま せ ん 。  

  ②  家 庭 で は ， ふ た を 開 け た や か ん に 水 道 水 を 入 れ て 沸 騰 さ せ ， 更 に ５ 分

間 程 度 沸 騰 さ せ た 水 を 用 い る と ， 臭 気 を 低 減 さ せ る こ と が で き ま す 。  

（ ４ ） 油 臭 ， 薬 品 臭 を 感 じ る 時  

 （ 原 因 ）  

  ①  給 水 管 の 工 事 に は ， 少 量 の 油 又 は グ リ ス な ど を 使 用 す る こ と が あ り ま

す 。 工 事 完 了 時 に は き れ い に 拭 き 取 ら れ て い る は ず で す が ， 臭 い が 給 水 管

に 付 着 し て い る 場 合 が あ り ， こ れ が 水 に 臭 い を つ け る こ と も あ り ま す 。  

 （ 対 応 ）  

  ①  し ば ら く （ ３ か 月 ～ ６ か 月 程 度 ） 使 用 し て い る と ， 臭 い は な く な り ま

す 。  

  ②  し ば ら く 使 用 し て も 臭 い が な く な ら な い 場 合 は ， 給 水 装 置 が 油 や 薬 品

に よ っ て 汚 染 さ れ て い る ケ ー ス や 誤 配 管 の 可 能 性 が 考 え ら れ ， 至 急 現 場 調

査 が 必 要 に な り ま す 。  

（ ５ ） シ ン ナ ー 臭  

 （ 原 因 と 対 応 ）  

  ①  給 水 装 置 の 新 設 又 は 最 近 布 設 替 え を し た 場 合 及 び 家 屋 の 新  

  築 及 び 改 築 な ど に よ り 内 装 ・ 外 装 工 事 を 施 工 し た 場 合 に こ の よ う な 現 象 が

起 こ る こ と が あ り ま す 。  

  ②  給 水 管 の 工 事 に は ， 少 量 の 接 着 剤 な ど を 使 用 し て お り ， こ  

  れ が 水 に 臭 い を つ け る こ と が あ り ま す 。 し ば ら く （ ３ か 月 ～ ６ か 月 程 度 ）

使 用 し て い る と 臭 い が な く な り ま す 。  

   ま た ， 新 築 ・ 改 築 な ど に よ り 塗 装 工 事 を 行 っ た 後 ， 給 水 管 （ 硬 質 塩 化 ビ

ニ ル 管 ） を 通 っ て き た 水 道 水 に シ ン ナ ー 臭 を 感 じ る こ と が あ り ま す が ， し

ば ら く 使 用 し て い て 臭 い が 続 く よ う で し た ら ， 塗 装 に 使 用 さ れ た 塗 料 な ど

が ， 何 ら か の 原 因 で 土 中 に し み 込 ん で 給 水 管 を 侵 し ， 水 道 水 に 影 響 を 与 え

た こ と も 考 え ら れ ま す の で ， 現 場 調 査 が 必 要 で す 。 そ の 場 合 ， 汚 染 さ れ た

土 の 入 れ 替 え 及 び 侵 さ れ た 管 の 布 設 替 え が 必 要 と な り ま す 。  

 

 



⑦  味  

  金 属 の 味 が す る  

  （ 原 因 ）  

    家 の 中 の 配 管 に 鉄 ， 亜 鉛 ， 銅 な ど の 金 属 が 使 用 さ れ て い る 場 合 ， 管 の 中

に 長 時 間 滞 留 し た 水 は ， こ れ ら の 金 属 の 臭 い や 味 が つ く こ と が あ り ま す 。  

  （ 対 応 ）  

   ①  し ば ら く 流 す （ 他 用 途 に 使 用 ） と な く な り ま す 。  

  ②  し ば ら く 流 し て も な く な ら な い 場 合 に は ， 管 の 布 設 替 え 等 が 必 要 と な

り ま す 。  

 

⑧  そ の 他  

 （ １ ） お 湯 を 入 れ る ガ ラ ス 製 の 容 器 に キ ラ キ ラ 光 る 異 物 が 混 ざ っ て い る  

  （ 原 因 ）  

     コ ー ヒ ー サ ー バ ー や サ イ フ ォ ン な ど の 耐 熱 ガ ラ ス 製 品 や ガ ラ ス 製 の 魔 法

ビ ン で 起 き る こ の 現 象 は ， 一 般 に フ レ ー ク ス 現  

  象 と し て 知 ら れ て い ま す 。 こ の 現 象 は ， ま ず 水 中 の ミ ネ ラ ル 分 で あ る マ グ

ネ シ ウ ム と ケ イ 酸 が 高 温 水 （ ８ ５ 度 以 上 の 湯 ） 中 で 反 応 し ， ケ イ 酸 マ グ ネ

シ ウ ム と し て ガ ラ ス 面 に 付 着 し て い き ま す 。 更 に 何 度 も 使 用 す る う ち に ，

こ の 反 応 が 繰 り 返 さ れ て 付 着 物 が 大 き く な り ， 水 中 に 剥 離 さ れ て い き ま す 。  

   ガ ラ ス を 構 成 し て い る 成 分 の ケ イ 酸 や 酸 化 ナ ト リ ウ ム な ど  

  の う ち ， ナ ト リ ウ ム が 高 温 水 中 に 溶 け る と 水 の Ｐ Ｈ 値 が 高 く な り ， 上 記 の

反 応 が 一 層 起 こ り や す く な り ま す 。 ま た ， ナ ト リ ウ ム が 溶 け た 後 に ， 残 っ

た ケ イ 酸 と 水 中 の マ グ ネ シ ウ ム が 反 応 す る と ， ガ ラ ス が 白 く 曇 る こ と も あ

り ま す 。  

  （ 対 応 ）  

    フ レ ー ク ス が 生 じ て し ま っ た 容 器 は ， １ ０ 倍 に 薄 め た 食 酢 を 入 れ ， ブ ラ

シ な ど で よ く こ す り 洗 っ て 下 さ い 。 ま た ， フ レ ー ク ス を 生 じ さ せ な い た め

に は ， 容 器 を 使 用 の 都 度 よ く 洗 う よ う に し て 下 さ い 。  

 （ 安 全 性 ）  

    フ レ ー ク ス は ， 体 に 吸 収 さ れ な い う え ， ミ ネ ラ ル 分 な の で ， 間 違 っ て 飲

ん で も 害 は あ り ま せ ん 。  

（ ２ ） 汲 み 置 き し た 容 器 が ヌ ル ヌ ル す る 。  

  （ 原 因 ）  

   本 来 ， 水 道 水 は 残 留 塩 素 に よ り 消 毒 さ れ て い ま す が ， 汲 み 置 き し て 時 間

が 経 つ と 残 留 塩 素 が な く な る た め ， 空 気 中 に 存 在 す る 細 菌 や カ ビ が 付 着 ，



繁 殖 し ， ヌ ル ヌ ル す る こ と が あ り ま す 。  

  （ 対 応 ）  

   こ ま め に 容 器 を 洗 い ， 水 を 汲 み 替 え て く だ さ い 。  

 

 

 

 


